
日 水月 木火 金 土

　

今
年
は
み
や
こ
町
歴
史
民
俗

博
物
館
「
友
の
会
」
が
平
成
７
年

（
１
９
９
５
）
に
発
足
し
て
30
年
目
と

な
る
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館
友

の
会
主
催
の
記
念
事
業
と
し
て
育
徳
館

中
学
校
・
高
等
学
校
管
弦
楽
部
に
よ
る
記

念
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
：
令
和
７
年
10
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　
10
時
～
11
時

開
催
場
所
：
育
徳
館
高
等
学
校　
思
永
館

＊�

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
み
や
こ
町
歴

史
民
俗
博
物
館
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

　
10
月
の
歴
史
講
座

◆
わ
た
し
の
お
気
に
入
り
「
ふ
る
さ
と
遺
産
」　
　
　

　
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品

　
入
館
者
投
票
開
始
！

◆ 

博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

ふ
る
さ
と
遺
産
フ
ェ
ス
タ

「
秋
月
の
乱
１
５
０
年
」

み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館
友
の
会

30
周
年
記
念
演
奏
会

みやこ町歴史民俗博物館

休館日
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博物館休館日カレンダー
2025 年  10 月

▲ 平成２1年のバスハイク（福岡市博物館） ▲ 平成２８年の三重塔すす払い

これまでの活動状況

▲ 過去に行われた来館者による投票の様子

▲ 大迫力の 「抱え大筒」の演武。

▲ みやこ町の歴史に関わる鉱物を詳しく学ぶことができました。▲ 地域の歴史を通して「黒田じまん」を見つけることができました。

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
10
月
４
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
10
月
11
日
（
土
）
10
時
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
10
月
18
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
10
月
25
日
（
土
）
10
時
～

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

　
来
年
は
明
治
９
年
（
１
８
７
６
）
１０

月
29
日
に
、
現
在
の
育
徳
館
高
等
学
校

周
辺
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
秋

月
の
乱
」
か
ら
１
５
０
年
目
と
な
る
節

目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
み
や

こ
町
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
ら
を
記
念
し
た
事
業
と
し
て
、
ふ
る

さ
と
遺
産
フ
ェ
ス
タ「
秋
月
の
乱
１
５
０

年
」
を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
：
令
和
７
年
10
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　
12
時
30
分
～
16
時

開
催
場
所
：
育
徳
館
高
等
学
校

●「
秋
月
黒
田
藩
砲
術
林
流
抱
え
大
筒
」の
演
武

●
記
念
講
演
会

　
「
秋
月
の
乱 

乱
後
１
５
０
年
の
疑
問
」

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
秋
月
の
乱
１
５
０
年
を
考
え
る
」ほ
か

＊�

詳
細
に
つ
い
て
は
「
広
報
み
や
こ
」
10
月

号
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

＊�

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
み
や
こ
町
歴

史
民
俗
博
物
館
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
も
町
内
の
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
を
対
象
に
実
施
し
た
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
の
応
募
作
品
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
、
選
出
さ
れ
た
優
秀
賞
６
点
及
び

佳
作
６
点
を
10
月
１
日
か
ら
19
日
ま
で

博
物
館
ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま
す
。
最
優

秀
賞
１
点
に
つ
い
て
は
、
優
秀
賞
６
点

の
中
か
ら
有
料
入
館
者
に
よ
る
投
票
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

　
「
芸
術
の
秋
」
に
児
童
・
生
徒
の
力

作
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　９月10日（水）黒田小学校３年生の児童を
対象に出前授業を実施しました。学校にあ
る橘塚古墳や黒田小学校の「第１期生」であ
る元号「昭和」の考案者吉田増蔵について詳
しく学ぶことができました。

　8月24日(日)博物館で、夏休み体験教室
「鉱物標本を作ろう」を開催しました。みやこ
町をはじめ歴史の中で利用されてきた様々な
鉱物について学芸員が説明を行い、10種類
の鉱物標本を完成することができました。

８月・９月の業務日誌から



大
国
ロ
シ
ア
と
の
戦
い
の
中
で

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍

事
侵
攻
か
ら
、
今
月
で
３
年
８
ヶ
月
が

経
過
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
両
国
で
は

多
数
の
死
者
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

未
だ
に
終
息
の
気
配
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

明
治
37
年
（
１
９
０
４
）
に
日
本
が
大

国
ロ
シ
ア
を
相
手
に
戦
っ
た
の
が
日に

ち
ろ露

戦
争
で
す
。
夏
目
漱
石
の
家
に
「
猫
」

が
迷
い
こ
ん
だ
明
治
37
年
（
１
９
０
４
）

６
月
頃
、
日
本
軍
は
「
難
攻
不
落
」
を

誇
る
ロ
シ
ア
軍
の
「
旅り

ょ

順じ
ゅ
ん

要よ
う
さ
い塞
」
を
包

囲
し
ま
す
。
激
戦
の
末
、
旅
順
要
塞
の

ロ
シ
ア
軍
は
降
伏
し
、
今
か
ら
１
２
０

年
前
の
明
治
38
年
（
１
９
０
５
）
の
正

月
に
国
内
で
戦
勝
を
伝
え
る
「
号
外
」

が
配
ら
れ
る
中
で
、『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

第
１
話
を
掲
載
し
た
雑
誌
『
ホ
ト
ト
ギ

ス
』
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
大
国
ロ
シ

ア
に
勝
利
し
た
戦
勝
ム
ー
ド
に
沸
く
一

方
、
旅
順
要
塞
の
陥か

ん
ら
く落
で
１
万
７
千
人
、

戦
争
全
体
で
は
８
万
人
以
上
の
日
本
人

の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。『
吾

　

近
年
、「
小
宮
豊
隆
資
料
」
の
整
理
作

業
中
、
鏡
子
夫
人
が
小
宮
豊
隆
に
宛
て

た
「
猫
の
法
事
案
内
」
ハ
ガ
キ
が
新
た

に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。「
猫
」
の
死
か
ら

４
年
後
の
大
正
元
年
（
１
９
１
２
）
９

月
11
日
の
日
付
が
み
ら
れ
、「
猫
の
法
事

を
行
う
の
で
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う

内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
は
飼

う
こ
と
を
反
対
し
て
い
た
鏡
子
夫
人
で

す
が
、「
猫
」
へ
の
哀あ

い
と
う悼
の
意
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

ま
た
鏡
子
夫
人
は
、
毎
年
、「
猫
の
命
日
」

に
鮭
の
切
り
身
と
山
盛
り
に
し
た
鰹か

つ
お
ぶ
し節

１
椀わ

ん

を
「
猫
」
の
墓
前
に
供
え
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小

説
」
と
「
病
の
治ち

ゆ癒
」
を
漱
石
に
も
た

ら
す
こ
と
に
な
っ
た
こ
の
黒
猫
は
、
夏

目
家
に
と
っ
て
文
字
ど
お
り
の
「
福
猫
」

と
な
り
ま
し
た
。
漱
石
の
「
猫
の
死
亡

通
知
」
や
鏡
子
夫
人
の
「
法
事
案
内
」

を
み
る
と
、夏
目
家
に
と
っ
て
「
猫
」
は
、

か
け
が
え
の
な
い
家
族
で
あ
り
、
恩
人

で
あ
っ
た
こ
と
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
で
一
番
有
名

に
な
っ
た
「
猫
」
で
す
が
、「
名
前
は
ま

だ
無
い
」
と
小
説
の
冒
頭
に
あ
る
よ
う

に
、
最
後
ま
で
名
前
が
付
け
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

晩
年
を
迎
え
た
鏡
子
夫
人
の
家
に
は
、

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
猫
が
住
み

着
い
て
い
た
と
い
う
記
録
が
確
認
で
き

ま
す
。
本
来
「
猫
嫌
い
」
で
あ
っ
た
鏡

子
夫
人
が
こ
の
よ
う
に
「
保
護
猫
活
動
」

を
行
っ
た
の
は
夏
目
家
の
救
世
主
と

な
っ
た
「
猫
」
へ
の
「
恩
返
し
」
で
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。  （
井
上
信
隆
）

あ
る
』
関
連
資
料
と
し
て
特
に
重
視
さ

れ
て
い
ま
す
。
漱
石
が
記
し
た
「
通
知
」

の
文
面
か
ら
「
猫
」
が
亡
く
な
っ
た
詳

細
な
状
況
を
把
握
で
き
ま
す
が
、
こ
の

時
、
小
宮
豊
隆
が
主
人
公
の
モ
デ
ル
に

な
っ
た
小
説
『
三
四
郎
』
を
執
筆
し
て

い
た
こ
と
は
特
に
注
目
さ
れ
ま
す
。
ま

た
ハ
ガ
キ
の
縁
辺
は
丁
寧
な
「
黒
枠
」

で
縁
取
ら
れ
て
お
り
、「
猫
」
を
亡
く
し

た
直
後
の
漱
石
の
心
情
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「
猫
」
へ
の
「
恩
返
し
」

　

夏
目
家
に
「
猫
」
が
迷
い
込
ん
だ
頃
、

漱
石
は
イ
ギ
リ
ス
留
学
時
に
患
っ
た
「
心

の
病
」
が
悪
化
し
て
お
り
、
家
族
で
も

近
寄
り
難
い
状
況
で
し
た
が
、
こ
の

「
猫
」
は
寝
て
い
る
漱
石
の
腹
や
背
中
に

乗
っ
て
寝
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
漱
石
は
怒
る
こ
と
な
く
、
こ
の
屈

託
の
な
い
猫
の
姿
に
心
が
癒
さ
れ
、
現

在
、
注
目
さ
れ
て
い
る
「
ア
ニ
マ
ル
セ

ラ
ピ
ー
」
効
果
に
よ
っ
て
結
果
的
に
「
心

の
病
」
の
克
服
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う

見
方
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

輩
は
猫
で
あ
る
』
の
主
人
公
「
猫
」
の

姿
は
、
戦
勝
の
一
方
で
、
心
理
的
に

疲ひ
へ
い弊

し
た
人
々
に
「
癒い

や

し
」
を
も
た
ら

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

堺
利
彦
も
魅
了
し
た
「
猫
」

　

そ
れ
ま
で
の
小
説
と
は
異
な
り
、
読

み
や
す
い
文
体
で
書
か
れ
た
『
吾
輩
は

猫
で
あ
る
』
は
文
字
通
り
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
幅
広
い
年
代
の
人
々
に
愛
読

さ
れ
ま
し
た
。
旧
制
豊
津
中
学
（
現
育

徳
館
高
等
学
校
）
出
身
で
ロ
シ
ア
と
の

戦
争
に
対
し
て
頑か

た
く

な
に
「
非
戦
」
を
唱

え
た
堺

さ
か
い 

利と
し
ひ
こ彦

も
そ
の
１
人
で
す
。
あ
ま

り
の
面
白
さ
に
「
家
族
を
相
手
に
『
猫
』

の
朗ろ

う
ど
く読

会
を
３
日
続
け
て
開
き
ま
し
た
」

と
い
う
「
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
」
ハ
ガ
キ
を

全
く
面
識
の
な
か
っ
た
漱
石
に
送
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
想
定
外
の
反
響

が
、
そ
の
後
、
作
家
に
転
身
す
る
漱
石

の
自
信
に
繋つ

な

が
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

長
編
小
説
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」

　

今
か
ら
１
２
０
年
前
の
10
月
６
日
に
、

大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
『
吾
輩
は

猫
で
あ
る
』
の
単
行
本
が
刊
行
さ
れ
ま

す
が
、
わ
ず
か
20
日
で
完
売
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
な
ど
、
こ
の
当
時
、
人
々
の

関
心
は
こ
の
一
匹
の
猫
に
注
が
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
頃
の
漱
石
は
、
東
京
帝

国
大
学
（
現
在
の
東
京
大
学
）
の
講
義

な
ど
多
忙
を
極
め
て
い
ま
し
た
が
、
６
日

間
で
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
５
０

枚
を
一
気
に
書
き
上
げ
る
な
ど
驚
異
的

な
ス
ピ
ー
ド
で
執
筆
作
業
に
取
り
組
ん

だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
「
神
業
的
な
速
筆
」
が
成
し
遂
げ
ら

れ
た
の
は
、
漱
石
の
執
筆
能
力
の
高
さ

と
「
猫
」
へ
の
愛
情
表
現
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
漱
石
の

顔
を
も
つ
猫
の
風
刺
画
が
新
聞
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
漱
石
は
こ
の
風
刺
画
を

犀
川
村
（
現
み
や
こ
町
犀
川
）
に
帰
郷

し
て
い
た
小こ

み
や宮
豊と

よ

隆た
か

宛
て
の
手
紙
の
冒

頭
に
模
写
し
て
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

手
紙
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
夏
目
漱
石

関
連
資
料
の
中
で
も
特
に
、
漱
石
の
ユ
ー

モ
ア
が
あ
ふ
れ
る
資
料
と
し
て
来
館
者

の
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

愛
猫
の
死
と
「
死
亡
通
知
」　

　
「
猫
」
が
夏
目
家
に
居い

そ
う
ろ
う候
し
て
４
年
目

を
迎
え
た
明
治
41
年
（
１
９
０
８
）
９

月
13
日
、『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
モ
デ

ル
の
「
猫
」
が
亡
く
な
り
、
そ
の
遺
骸

が
庭
の
木
の
下
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。

漱
石
は
そ
の
墓
標
に
「
追
悼
句
」
を
し

た
た
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
「
猫
の
死
」
は
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
、

漱
石
が
猫
と
特
に
親
交
の
あ
っ
た
人
物

に
宛
て
「
黒
枠
付
き
の
ハ
ガ
キ
」
で
そ

の
死
を
「
報し

ら

せ
た
」
こ
と
を
掲
載
し
、

世
間
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
こ
れ
が

所い
わ
ゆ
る謂
「
猫
の
死
亡
通
知
」
で
、
み
や
こ

町
出
身
の
小
宮
豊
隆
を
含
む
近
親
者
４

名
の
み
に
送
ら
れ
た
こ
の
希
少
な
ハ
ガ

キ
は
当
館
を
代
表
す
る
『
吾
輩
は
猫
で
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膝の上で眠る猫

夏目漱石肖像
（みやこ町歴史民俗博物館蔵）

夏目漱石直筆のイラスト
（当館所蔵）
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「
吾
輩
は
猫
で
あ
る

　
　
　

１
２
０
年
」

み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝


